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民講 演♂、．

◇助教授　尾上守夫，技術員　lk田博章「フ＝ライトを使

用した遅延線路」通信学会超音波研究専門委員　ft　C1959．

12．11）

◇助教授　野崎　弘「欧米の写真学会の出階について」

大阪市，クラブ闘西において（1960．1．23｝

◇助教授　尾上守夫「電気機械炉波羅の定数測定法」通

信学会電気音響研究専門委員会（196G，2．5）

◇助教授　安藤良夫，助教授　丹羽　登（航研）‘‘On　the

Measurement　of　the　Velocity　of　propagation　of　Brittle

Cracks　in　Steel　P】ates　by　Ultrasonic　MethOd”　Third

International　Conference　on　Non・destructive　Testing，

産経会館において（1960．3．18）

◇助教授　r11田嘉昭「ステンレス鋼の深絞り法」Ll　T・lltL／

業新聞講習会（1960．3．22）

◇助教授　大井光四郎「円還かくの強さについて」機徹

学会第37期通常総会（1960．4．2）

　　　　　　　　☆寄　　稿☆
◇教授　菊池真一，助教授　野崎　弘，教務員　浜野裕

司，もと技術研究生　境野誠哉‘‘L’effer　Photovo］tai’que

des　halogenures　d’argent’Bulletin　of　the　Chemical

S㏄iety　of　Japan．33．1．日本化学会発行（1960．1）

◇助手　白井ひで子「交流ポーラログラフ法によるイン

ジウム中の鉛，カドミウム，亜鉛の定量」分析化学，9，

206～209　（1960．3）

　　　　　　　　☆著　　書☆

◇助教授　山田嘉昭「塑性学（機械工学講座　第1篇

◇沢井善三郎

◇森　　政弘

◇高橋　女人

◇稲葉　　博

◇大島康次郎

出版委員

　　　　　　　　　　　筆

教授　工博　専攻　彪力機器学

助教授　専攻　自勤制御

米国カリフtルニア大学教授

技官　専攻　電力機器学

助教授　専攻

出版委員長　久保田　広

委員山田嘉昭
　　　　　大井光四郎

　　　　　＊大島康次郎

者

精密機器学・自動制御

委　　員　　橘　　藤雄

　　　　　柴田　　碧

　　　　　竹中規雄

　　　　　＊浜崎裏二

　　　　　安達芳夫

生　産　研　究

」1」r楚J里論）」　］本機械学会　 C1920．2〕

　　　☆カッパ8型ダミー飛しょう実験．k

灘誌灘鱗
繍

　　　　讐警『

簿

　　　　　昭和34年度最終

遷鱗ili鋤騨日・ケ・ト飛

　　　　　　昭

和35年3月28目，

秋田県道川の秋［H

実験場で行なわれ

た・飛しょうした

ロケットは，カッ

パ8型ダミーで・

全長10，12m，重

．量1480kgで65°

で発射した．この

ロケットは，34年

11月18Hに実験し

た7型ロケッ　ト

（直径420mm）を

ブースタとし，6型ロケットのブースタ／直径245mm）

をメインとして結合した2段式ロケットで，エンジンは

ブースタのみで切離しは行なわなかった．また，昭和35

年度に飛しょうを計画しているカッパ8型ロケットの予

備実験として，貴重な資料が得られた．

　　　　　　　　☆人事異動☆

　第1部　末岡消市教授は，文部事務官（文部省大学学

術局科学官）に配置換された．（1960．4，1）

。誉踊教官はt）F　II’　－S圃

紹　　　介

◇江川　　巌　技官　専攻　自動制御　　　　　　　：

◇有川　正一　研究員　Ldl：攻　自動制御

◇中川　　弘　東京機械株式会kE　　　　　　　　　．

◇富成　　護　助手　専攻　サーボ機構　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔．
◇増淵　正美　横浜国立大学助教授専攻自動制御工学｝
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